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⑨ 著 書

1) 難波恒雄 : 薬草 と 土俗医療 í途上 国 と 健康ー

よ り 快適 に 過 ご す た め の ノ ウ ハ ウ 一国際協力新書
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and N amba T. : Anatomical and Histological 
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1) 難波恒雄， 服部征雄 : ヒ ト 腸内細菌 に よ る 和漢

薬 成 分 の 代謝. 第27田 植物化学 シ ン ポ ジ ウ ム ，
1991， 1 ， 岡 山.

2) 難波恒雄， 小松か つ子， 岩井正憲 : Codonopsis 

属植物の 生薬学的研究 (第 2 報) ， 中 国産 「 党参」

に つ い て ( そ の 1 ) . 日 本薬学会第111年会， 1991， 
3 ， 東京.

3) 劉 玉芹， 小松か つ 子， 難波恒雄 : Polygonatum 

属植物の 生薬学的研究 (第 3 報) ， A ltern約lia 節

植物 に 由 来す る 中 国産 「 玉竹」 及 び 「黄精」 に つ

い て . 日 本薬学会第111年会， 1991， 3 ， 東京.

4) 車 慶明， 黄 新立， 服部征雄， 難波恒雄， 赤

尾光昭， 小橋恭一 : 紅花 の 生理活性成分 に 関 す る

研 究 II ， 紅 花 中 の 3α-Hydroxysteroid dehy­

drogenase 阻 害 成 分. 日 本 薬 学 会 第111年 会，

1991， 3 ， 東京.

5) 楊 秀偉， 服部征雄， 難波恒雄 : 売活の脂質過

酸化抑制作用 に つ い て . 日 本薬学会第111年会，

1991， 3 ， 東京.
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. 日 本薬学会第111年会， 1991， 3 ， 東京.

7) 難波恒雄 : 和漢薬 と 食文化. 第137 回 必須 ア ミ

ノ 酸研究協議会 富 山 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1991， 8 ，  

富 山.

8) 難波恒雄， 関谷幸治， 門 田重利， 服部征雄， 片

山和憲， 小泉 保 : 生薬 を 用 い た 浴湯剤 に 関す る

研究 1 ， 一川 弓エ キ ス の経皮吸収 お よ び経皮吸収

促進作用 に つ い て 第 8 回和漢医薬学会大会，

1991， 8 ， 大阪.

9) 難波恒雄 : 実験材料 と し て の和漢薬 の 基源 と 品

質の諸問題. 第 8 回和漢医薬学会 シ ン ポ ジ ウ ム II ，

和漢薬の 実験的研究 に お け る 諸問題， 第 8 回和漢

医薬学会大会， 1991， 8 ， 大阪.

10) 難波恒雄 : 本草 の 中 の ゴ マ . 第 6 回 日 本 ゴ マ

科学会， 1991， 9 ， 富 山.

11)  岩井正憲， 小松か つ 子， 難波恒雄 : Codonopsお

属植物の 生薬学的研究 (第 3 報) ， 中 国産 「党参」

に つ い て ( そ の 2 ) . 日 本生薬学会第38回 年会，

1991， 9 ， 神戸.

1 2 )  劉 玉 葎 ， 小 松 か つ 子 ， 難 波 恒 雄 :

Polygonatum 属植物 の 生薬学 的研究 (第 4 報) ， 

Verticillata 節及び、Kingiana 節植物 に 由 来 す る 中

国産 「 黄精」 及び 「玉竹」 に つ い て . 日 本生薬学

会第38回年会， 1991， 9 ， 神戸.
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Swertia 属植物の 生薬学的研究. 日 本生薬学会第
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14) 難波恒雄， 小松か つ 子， 伊藤 親 : 花根及 び山

根の 生薬学的研究 (第 1 報) ， 日 本産 「 山椴」 に つ

い て . 日 本生薬学会第38回年会， 1991， 9 ， 神戸.

15) 楠本 イ ネ ス 倶子， 服部征雄， 難波恒雄， 垣内信

子， 下遠野邦忠 : HIV-1 プ ロ テ ア ー ゼ阻害活性 を
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会， 1991， 9 ， 神戸.
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17) Huang S.-L.， Kakiuchi N. ，  Hattori M.  and 

N amba T. : Effect of Pilose Antler and Glossy 
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19) Chang C.-S.， Wang C.-S.， Lin C.-C.， Hattori M. 

and N amba T. : Studies on the Constituents of 

“ H  wang-jing-queyへ 5th International Symposium 

on Chinese Drug， 1991， 10， N anjing (China) . 

20) Cai B.-C.， Yang W.-X.， Yang X.-W.， Hattori M. 

and N amba T. : Application of 13C-NMR to Struc­
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International Symposium on Chinese Drug， 1991， 10， 
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22) Cai S.-Q.， Wang X. ，  Lou Z.-C.， Cheng C.-Y. ，  

Yang C.-S. and N amba T. : H istotaxonomy of 
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Drugs. 5th International Symposium on Chinese 

Drug， 1991 ，  10， N anjing (China) . 

23) Tu P.-F.， Xu G.-]. ，  Jin R.-L. and N amba T. : 

Pharmacognostical Study on Chinese Drug “Sha­
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Symposium on Chinese Drug， 1991，  10， N anjing 
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薬膳. NHK 1 き ょ う の 料理」 日 本放 送 出 版協 会，

1 : 100-101， 1991. 

2) 難波恒雄 : す ぐ れた 利尿効果の あ る 杜仲 の 葉 の
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は 内臓の働 き を よ く し て体 を 丈夫 に す る 成分が含

ま れ て い る 1安心」 マ キ ノ 出版， 1 :  190-191， 

192-193， 1991. 

3) 難波恒雄 : 四季菜語 第五回 薬膳の 素材 を 考

え る ， 冬の健康食 ダ イ コ ン (大根) . 1ハ ッ ピ ー

エ ン ド 」 ハ ッ ピ ー エ ン ド 通 信 社， 1 : 80-85， 

1991. 

4) 難波恒雄 : ヘル ス & サ イ エ ン ス ， サ ボ テ ン が糖

尿病 に 効 く と い う 話 1週刊新潮」 新潮社， 1991 

年 1 月 3 ・ 10 日 号， 38-39， 1991. 
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社， 38 : 44-45， 1991. 

6) 難波恒雄 : 日 本薬用植物誌 (50)， キ ュ ウ リ

「和漢薬J 453 : 1 - 3 ，  1991. 

7) 難波恒雄 : 学術交流協定締結 5 周年記念 に 渚陽

荷学院 を 訪れ て 1 お く だJ 68 : 4 - 5 ， 1991. 

8) 難波恒雄 : 四季菜語 第六回 薬膳の 素材 を 考

え る ， 多様な食効 ゴ ボ ウ (牛芳) . 1ハ ッ ピ ー エ

ン ド 」 ハ ッ ピ ー エ ン ド 通信社， 2 : 82-87， 1991. 

9) 難波恒雄 : 薬草物語 第一回 サ ク ラ 1 き ょ

う の健康」 日 本放送出版協会， 4 : 52-53， 1991. 
10) 難波恒雄 : ネ パ ー ル の 村落 に 医療 を ー ヒ マ ラ

ヤ 山 中 の 病院建設記 1 日 経 メ デ イ カ ル」 日 経

BP 社， 4 : 230-231， 1991. 

11) 難波恒雄 : 健胃 ・ 消化機能 を 高 め る 生薬 1薬

局 の 友」 山 之 内製薬株式会社， 17 : 6 - 9 ，  1991. 

12) 難波恒雄 : 薬草物語 第 二 回 大 黄 ( ダ イ オ

ウ ) . 1 き ょ う の 健康」 日 本放 送 出 版協会， 5 

52-53， 1991. 

13) 難波恒雄 : 四季菜語 第七 回 薬膳の 素 材 を

考 え る ， 春 を 告 げ る フ キ (蕗) . 1 ハ ッ ピ ー エ ン ド 」

ハ ッ ピ ー エ ン ド 通信社， 5 :  24-27， 1991. 

14) 難波恒雄 : 第308田知 っ て も ら い た い 和食薬

膳 1 大 塚 薬 報 」 大塚製 薬 工 場 ， 454 : 3 -12， 

1991. 
15) 難波恒雄 : 薬草物語 第三 回 イ カ リ ソ ウ (淫

羊蓄) . 1 き ょ う の健康」 日 本放送 出版協会， 6 

52-53， 1991. 

16) 難波恒雄 : 薬草物語 第 四 回 人参 ( ニ ン ジ

ン ) . 1 き ょ う の 健康」 日 本放 送 出 版協 会， 7 .  
52-53， 1991. 

17) 難波恒雄 : 再 び和 漢薬研究所長 に 就任 し て .

「学園 だ よ り 」 富 山 医科薬科大学， 40 : 3 ，  1991. 
18) 難波恒雄 : 薬草物語 第五回 当帰 ( と う き )

と } I [ 弓 (せ ん き ゅ う ) . 1 き ょ う の健康」 日 本放送

出版協会， 8 :  52-53， 1991. 
19) 難波恒雄 : 特集 お い し く 食べ て 健康 に な る

日 本料理の薬膳 1婦人画報」 婦人画報社， 8 ' 

250-261， 1991. 

20) 難波恒雄 : 薬草物語 第六固 有薬 ( シ ャ ク ヤ

ク ) . 1 き ょ う の 健康」 日 本放 送 出 版協会， 9 ' 
52-53， 1991. 

21)  難波恒雄 : 二八O箇条 も あ る 「妙薬手 引 J . 1 江

戸時代 に み る ニ ッ ポ ン 型環境保全の源流」 農 山 漁

村文化協会， 「現代農業J 1991年 9 月 臨時増刊号，

236-241， 1991. 

22) 難波恒雄 : 薬草物語 第七 回 葛 根 ( か っ こ

ん) と 葛花 (か っ か) . 1 き ょ う の健康」 日 本放送

出版協会， 10 : 52-53， 1991. 

23) 難波恒雄 : ネ パ ー ル と 中 国 が生 ん だ、 高貴茶杜

仲葉. 'The KobeccoJ 月 刊 神 戸 っ 子， 10 : 

24-25， 1991. 

24) 難波恒雄 : 薬草物語 第八回 桂皮 ( け い ひ)

と シ ナ モ ン 1 き ょ う の 健康」 日 本放送出版協会，

11 : 52-53， 1991. 

25) 難波恒雄 : 巻頭 エ ッ セ イ ， 華 陀 の 墓 1 し に

か」 大修館書庖， 11 : 6 - 7 ， 1991. 

26) 難波恒雄 : 薬草物語 第九回 麻黄 ( ま お う ) . 

「 き ょ う の健康」 日 本放送出版協会， 12 : 52-53， 

1991. 

27) 難波恒雄 : 日 本薬用植物昔、 (5D， ヘ チ マ ー.

「来日漢薬J 463 : 9 -12， 1991. 

28) 難波恒雄 : 日 本 に お け る 食物本草の 譜系 1図

書 館 だ よ り 」 富 山 医 科薬科大 学 図 書 館， 12 ( 3 .  

4 )  : 1 - 7 ，  1991. 


